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明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
特
選
受
賞

　

明
る
く
正
し
い
選
挙
の
推
進
を
呼
び
か
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
募
集
事
業
」
が
行
わ
れ
、
岐
阜
県

審
査
に
お
い
て
、
谷
汲
中
学
校
３
年
生
の
岡お

か

本も
と 

菜な

乃の

さ
ん
が
特
選
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
の
審
査
に
お
い
て
特
選
を
受
賞
さ
れ
た

作
品
は
、
岐
阜
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
県
の
審
査
に
お
い
て
次
の
方
が

入
選
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

谷
汲
小
学
校
６
年　

國く
に　

枝え
だ　

俐り　

壱い
ち

さ
ん

谷
汲
小
学
校
６
年　

松ま
つ　

井い　

富と　

実み

さ
ん

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

保
護
司
等
が
各
表
彰
を
受
賞

　

令
和
３
年
度
岐
阜
県
更
生
保
護
事
業
顕
彰

式
典
に
お
い
て
、
町
内
在
住
の
保
護
司
と
更

生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
各
表
彰
を
受
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
は
保
護
司
法
に
基
づ
き
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
方
々
が
、
地
域
住
民

の
更
生
活
動
等
を
行
い
、
個
人
や
公
共
の
福

祉
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
」

　

小こ　

森も
り　

く
み
子こ　

さ
ん（
三
輪
）

　

渡わ
た　

邊な
べ　

康や
す　

博ひ
ろ　

さ
ん（
岡
）

「
岐
阜
県
知
事
感
謝
状
」

　

廣ひ
ろ　

瀬せ　
　
　

光あ
き
ら　

さ
ん（
房
島
）

「
岐
阜
保
護
観
察
所
長
表
彰
」

　

藤ふ
じ　

原は
ら　

節せ
つ　

子こ　

さ
ん（
春
日
小
宮
神
）

「
岐
阜
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
」

　

国く
に　

枝え
だ　

百ゆ

り

こ

合
子　

さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

　

寺て
ら　

井い　
　
　

香か
ほ
る　

さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

「
岐
阜
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰
」

　

髙た
か　

殿ど
の　

髙た
か　

象の
り　

さ
ん（
坂
内
川
上
）

「
岐
阜
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰
」

　

吉よ
し　

田だ　

佐さ

よ

こ

代
子　

さ
ん（
北
方
）

　

山や
ま　

本も
と　

秀ひ
で　

美み　

さ
ん（
三
倉
）

冠
山
峠
道
路
事
業
等
の
推
進
を

国
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
要
望
し
ま
し
た

　

２
月
16
日（
水
）、
岡
部
栄
一
町
長
、
大
西

惠
子
町
議
会
議
長
が
、
所
竜
也
県
議
会
議
員

と
共
に
、
国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
林
野
庁

お
よ
び
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、
冠
山
峠
道
路
・
越
美
砂
防

事
業
・
治
山
事
業
・
林
道
事
業
に
対
す
る
予

算
確
保
・
事
業
推
進
で
、
渡
辺
猛
之
国
土
交

通
副
大
臣
、
藤
原
崇
財
務
省
大
臣
政
務
官
、

小
坂
善
太
郎
林
野
庁
森
林
整
備
部
長
へ
実
施

し
た
ほ
か
、
棚
橋
泰
文
衆
議

院
議
員
、
大
野
泰
正
参
議
院

議
員
へ
要
望
し
ま
し
た
。

坂
内
小
中
学
校
閉
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

３
月
12
日（
土
）、
本
年
３
月
末
を
も
っ
て

閉
校
す
る
揖
斐
川
町
立
坂
内
小
中
学
校
の

閉
校
式
が
行
わ
れ
、
１
４
８
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

閉
校
式
は
児
童
生
徒
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏

に
始
ま
り
、
思
い
の
発
表
や
合
唱
、
閉
校

記
念
作
品
の
披
露
、
校
旗
の
返
納
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

岡
部
町
長
は
、「
坂
内
で
学
ん
だ
こ
と
に

自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
新
し
い
学
校
で
も

力
い
っ
ぱ
い
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

児
童
生
徒
代
表
の
新あ

ら

井い

晴は
る

月か

さ
ん
か
ら
は
、

「
長
い
歴
史
の
あ
る
坂
内
小
中
学
校
の
最
後
の

卒
業
生
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
支
え
て
く
れ

た
全
て
の
方
に
感
謝
し
、
進
学
先
で
も
頑
張

り
た
い
」と
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
校
式
終
了
後
に
は
、
閉
校
記
念

事
業
と
し
て
、
記
念
植
樹
及
び
記
念
碑
の

除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
を
は
じ
め
、
坂
内
小
中
学
校
を

卒
業
し
た
地
域
住
民
の
方
々
は
式
典
終
了
後

も
開
放
さ
れ
た
校
舎
内
で
最
後
の
時
間
を

心
に
刻
み
、
母
校
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

◀
岡
本 

菜
乃
さ
ん
の
作
品

①（モニター画面内左から）渡辺猛之国
土交通副大臣、棚橋泰文衆議院議員

　（モニター画面横左から）大西惠子町
議会議長、岡部栄一町長、所竜也県
議会議員

②（モニター画面内左から）藤原崇財務
省大臣政務官、棚橋泰文衆議院議員

③（モニター画面内）小坂善太郎林野庁
森林整備部長、ほか2名

④（モニター画面内）棚橋泰文衆議院議員
⑤（モニター画面内）大野泰正参議院議員

●①
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◀

太鼓の演奏

◀

記念碑の除幕


